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10月4日（火）に「ようこそ市長室へ」が行われ、市から荻原市長、市理事者、信更か

らは永井会長他4名の出席で懇談をしました。議題と内容は次の通りです。 

 

議題1 地域のデジタル化の推進について 

すべての地域がデジタル化によって、メリットを享受できる地域を推進していきたい。 

信更の一部地域では光ファイバーの設備が整っていない地域や、携帯電話の電波も届かない地域がある。地

域住民の意向を確認しながら、必要な施設整備を進めてほしい。 

また、地域に根差した指導者の育成を進めてもらうと活性化に繋がる。 

情報政策課 

光ファイバーの件は、未整備地域の詳しい状況を示していただければ、通信事業者が相談にのるとのこと。

信更地区も情報を取りまとめてもらえれば、事業者への要望について市も一緒に取り組みたい。携帯電話

は、各通信会社にサポート部隊があるので相談していただきたい。地域に根ざした指導者育成は、信更地区

でもスマホ教室を開催する予定。また、国でデジタル推進委員という取り組みを始めている。市としても各

地区に配置していただきたいと考えている。 

住自協 

光ファイバーについては、たとえ１軒でも入れてくれるようにNTTと相談していただきたい。 

デジタル化されていれば信更でも仕事ができる。移住も若い人が来ることができ、地域に残れる。 

携帯の電波が弱い所は通信会社がサポートするとの事だが、どのようにするのか確認していただきたい。 

市長 

いまはパソコン１台あればどこでも仕事ができる。これからの移住定

住を考えていく上でも重要なファクターだと思う。改めて通信会社へ

もなんとかしていきたい。 

 

議題2 ふるさと納税の返礼品について 

信更地区住民自治協議会では、ワイン用ブドウ栽培の拡大を支援して

いるが、ふるさと納税の返礼品に、信更産の葡萄を使用したワインを

採用していただきたい。 

企画課 

申請要件として、事業者の要件は、本社、支社、事業所、工場、畑等の生産拠点のいずれかが長野市にある

こと。PR 品の要件は、市内で生産されたもの、市内で生産された原材料を用いて生産されたもの。 

信更のワインは両要件に合致しており、提供に向け準備している。 

市長 

市としてもワイン、ワイナリーは長野市では遅れているので力を入れていきたい。 

 

議題3 信更中学校の後利用について 

本年度末に閉校をする信更中学校の後利用については、いくつかの問い合わせがあると聞いている。閉校後

には、速やかに活用できるように、様々な団体等と活用の可能性を模索していただきたい。 

住自協 

ホームページなどで申し込みがあった場合、いつ頃を目途に選定するのか。学校が避難所になっているが民

間が後利用に入った場合も活用できるのか。 

 

ようこそ

市長室へ 



2                     ふるさとづくり信更 

 

市教委総務課 

いくつかの団体からの問い合わせがあり、資料を送付した。後利用の検討にあたっては、災害時の避難所の

機能の確保と、文科省の財産処分の手続きの課題もある。文科省のホームページ内の「みんなの廃校プロジ

ェクト」で、広く全国から活用提案を募るということも考えている。 

住自協 

運動場も住民が使えるよう考えてもらいたい。 

後利用が決まるまで管理をしっかりやってもらいたい。グラウンドの草刈りもお願いしたい。 

市長 

来年新年度に入ってから文科省のホームページへ掲載させていただきたい。 

我々としても廃校になった学校の利活用を検討して行きたい。 

信更中学校閉校記念式典 

信更中学校閉校行事実行委員会（塚田今朝幸委員長）では 10月 1日（土）午

後、信更中学校において閉校記念式典を開催しました。来賓のあいさつのあと、

荻原健司市長の「チャレンジする子どもたちを願って」と題した記念講演があり

ました。市長は「弟は全国大会へ出場したのに自分は出場できなかった。弟に負

けたことが本当に悔しかった。その後徹底的に自主トレをして、中学 3年のとき

には全国大会で優勝した。悔しさを前向きなエネルギーにしてもらいたい。」ま

た「スキー選手の中で度々怪我をする人がいる。そういう人はストイックにすご

い練習をする人。練習は大事だがバランスが取れるというのも大切なこと。いい

（良い）加減を見つけられると良い。」最後に「今から皆さんのスター

トが始まる。みなさんと一緒になって、子どもたちの未来、信更の未

来、中学校の建物の利活用も含め、一緒に話を進めていきたい。向き合

う対象としっかり向き合っていけば必ず良い結果になると思う。ぜひ強

い気持ちを持って人生を歩んでいってほしい。私達もしっかり応援をす

るので頑張ってほしい。」とエールを送り講演を終わりました。 

その後、グラウンドでバルーンリリースが行われました。200個の風

船を花火の合図とともに一斉に空に向かって放しました。集まった在校

生、高校生、地域住民のそれぞれの思いを載せた風船は空高く昇ってい

きました。 

 

 

 

市教委からの回答は以下のとおりです。 

要望については広報紙「ふるさとづくり信更」83号（9月発行）に掲載。 
 

1 閉校後の学区の変更並びに通学方法 

通学する学校は、中学校への接続を考慮し、塩崎小学校、篠ノ井西小学校、信州新町小学校の 3 校か

らの保護者選択とし、通学手段は、一般的、効率的、合理的な方法で確保します。 

なお、この 3校以外への通学を希望する場合は、特例により、指定校変更も認めますが、通学手段に

ついては、保護者の責任においてお願いします。 

2 令和 5年度の対応 

令和 5年度の入学予定者及び在校生が、塩崎小学校、篠ノ井西小学校、信州新町小学校への指定校変

更を希望した場合は認め、通学を支援します。 

なお、この 3校以外への通学も特例として認めますが、通学手段については、保護者の責任において

お願いします。 

3 その他 

閉校までの間、保護者や生徒からの質問、要望等は、遠慮なく学校教育課へお寄せ下さい。 

4 学校施設の後利用については、住民自治協議会等と協議させていただきます。 

 

信更小学校閉校にあたっての要望への回答 
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民生委員・児童委員、主任児童委員はあなたの身近な相談相手です 

新しい民生委員・児童委員と主任児童委員の皆さんの紹介 
民生委員・児童委員の任期は 3年で、本年は一斉改選の年にあたります。(12月 1日から任用) 

民生委員・児童委員は「社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を

行い、福祉事務所等関係行政機関の業務に協力するなどして、社会福祉の増進に努める」ことを使命と

し、子育て家庭から高齢者の方まで、だれもが暮らしやすい地域社会をつくるため、皆さんの身近なとこ

ろでさまざまな相談・支援をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当地区 氏名 役員 

赤田 (西松山・本郷) 大矢 恵美子 副会長（兼会計） 

赤田 (東松山・山田) 小林 順子  

田野口(宮ノ下・札木・一致・平林・大清水) 西村 泰子  

田野口( 日向・中組・小日向・大森) 永井 美津子  

氷ノ田 吉澤 町子  

高野 日詰 さき子 高齢者福祉部長 

灰原・田沢 太田 栄幸  

吉原 内山 しげ代 監事 

三水 津田 たみ子  

涌池 柳澤 恒雄 障害者福祉部長 

桜井・宮平 内山 和久 児童母子（父子）福祉部長 

下平・古藤 大田 敬文 会長 

安庭( 東部・中部・北部) 柳澤 幸子  

安庭( 南部・西部) 唐木田 公雄 監事 

主任児童委員(信田) 河合 敬恵  

主任児童委員(更府) 嶌田 保子  

TEL 026-290-3848 FAX 026-214-1181 

〒381-2353 長野市信更町田野口 235-1 TEL 278-2268 FAX 278-9720 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

ミツトモ 

松代町小島田 3549-5  永井 智達 

点検・整備お気軽にお問い合わせください 

信更地区住民自治協議会 初代会長の石坂袈裟好さんがお亡くなりになりました。 

謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

お
く
や
み 
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本年も、10月 11日から 10月 20日までの 10日

間の日程で、全国地域安全運動が実施されまし

た。信更地区防犯協会（信更エンジェルス隊）

は、10月 14日の年金受給日に、信更地区内の金

融機関 4カ所でのぼり旗の設置や物品の配布など

の啓発活動を実施しました。 

 

瑞宝双光章 受章 
 

TEL 299－2416 

FAX 299－2138 

 
地域の皆様とのきずなを大切に 

 

 

☎290-4015 

 社会福祉法人あさひ福祉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 3 日（木）信州新町で第 32 回信州新町文化祭が開催され、

信更大岡信州新町地区の 3 地区交流の一環として、信更町からは

スコップ三味線のグループ「虹の会」が参加いたしました。 

演題は 3曲で、「千恵っ子よされ」と「きよしのズンドコ節」、 

信州新町にゆかりのある「ジンギスカン」が演奏されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国地域安全運動期間中の啓発活動 

 

 

 新年祝賀会中止のお知らせ  

例年開催しております新年祝賀会です

が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため中止としました。 

 

赤田にお住まいの大矢正登さんが、この度、

高齢者叙勲、瑞宝双光章を受章されました。 

大矢さんは 41年間長野県に勤務しており、

町内では信更町の区長会長を務めるほか、 

様々な町内活動にも貢献されてきました。 

今回の受章、心からお祝い申し上げます。 

 

信州新町文化祭に信更町のスコップ三味線グループ「虹の会」が参加されました 

 

☎（026）290-3000 

 

事務用品 OA 機器 オフィス家具 

 

 

有限 

会社 

信州新町 新町 63 TEL 026-262-2229 
FAX 026-262-3351 
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 内閣府「エイジレス・ライフ実践事例」エイジレス章伝達式 
１０月２５日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てほっとパーク １０月５日(水) 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉｎ信更公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てほっとパーク やきいも会 １１月９日(水) 

 休園中の信更保育園園庭で開催。晴天に恵まれ気持ちの良い秋空

の下で美味しい焼き芋ができあがり、あつあつのほくほくをいただ

きました。保健師さんからはこれからの体調管理のお話や育児相談

もしていただきました。お手伝いの皆様ありがとうございました。 
 

              

 

 

 

 

 

 

昨年に引き続き、信更で開催することが

できました。「フレイル予防チェック」「体

力チェック」「健康チェック」「専門家によ

るアドバイス」を受けて、生活習慣病やフ

レイル(虚弱)の予防・改善のため、スポー

ツ活動を習慣化しようと、全戸にお知らせ

したところ、５５名の皆様に来ていただき

ました。 

参加された方からは、“時間配分やレイ

アウト等混雑もなくスムーズに進んだ”

“学生さんが作ってくれたパンフレットは

分かりやすく素晴らしい”“来年もぜひ参

加して数値の比較をしたい”等の声が寄せ

られました。今回参加できなかった皆様も

次回はぜひチェックを受けてみましょう。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信更公民館において開催。参加した 

お母さん方は保健師さんに育児の相談。

こども達はおもちゃやスマイルボウリ 

ングで遊びました。その後、おやつと 

お茶をいただき、近況報告などで楽し 

いひとときを過ごしました。 

寒さに向かう時節柄、皆さん風邪等 

に気をつけ元気に過ごしましょう。 

  

 

 

 

福祉健康部会 

早朝からお手伝いいただいた推進員の皆様、本当に 

ありがとうございました。 

 

 エイジレス・ライフとは「高齢者が年齢にとらわれず自らの

責任と能力において自由で生き生きとした生活を送ること」を

言います。 

 この度、信更町安庭在住の吉澤和宏様が内閣府エイジレス・

ライフ実践者として決定され、賞状の伝達と記念品の贈呈が信

更支所で行われました。 

 吉澤様は、平成２０年４月に「元気な信更町花の里実行委員

会」を結成、花づくりを通じ地区内外との住民交流を図り、 

元気な地域づくりを行うことを目標に同会の会長として活動を

続けていらっしゃいます。また、「花の里信更センター」の設

置や中学生との共同作業で郷土愛や世代間交流を深める等、地

域の活性化と景観整備に大きく貢献されています。 

誠におめでとうございます。 

 お体に留意され、今後ますますのご活躍を祈念いたします。 

 

 

 

 

オレンジカフェ １０月２６日(水)  

      信更公民館において開催 

地域包括支援センター桜ホームさんのお

話をお聞きした後、 

赤田在住の伊藤様か 

ら折り紙を教えてい 

ただき、介護ロボッ 

トのななみちゃんと 

遊んで、参加者どうしの会話も弾み、皆様

楽しく過ごしてもらいました。 

 最後に、大田社会福祉委員長の指導のも

と、くねくね体操、かかと落とし、手指の

体操を行い、散会となりました。 

脳トレ、気分転換になりましたか？ 

 今回参加できなかった方も、次回はぜひ

お越しください。お待ちしております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

おめでとうございます 

 

１１月１３日(日) 開催 
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公民館と共催で「歴史講座」を 4回開催しました。 

講師は宮下健司先生です。 

以下、簡単に内容を紹介します。 

第 1回（6月 15日）「信更町誌の発刊と地元学」 

「信更町誌」は住民自らの手で作ったものである。ここには信更の人たちの魂がある。これは私のい

う、地元のことは地元の人が解明していくという「地元学」である。 

第 2回（7月 3日）「善光寺と善光寺信仰」 

善光寺如来は、阿弥陀如来と観音菩薩、勢至菩薩の三尊である。特徴は臼の上に載っていることであ

る。これは本田善光が自宅の臼の上に安置したことに由来する。 

御開帳は第 1回の享保 15年（1730）から数えて今年で 43回目位になる。 

第 3回（10月 20日）「戸隠と戸隠信仰」 

戸隠山はギザギザとした急峻な山である。平安時代にはこの山を霊場とする修験道場になる。顕光寺

（天台宗）の神仏習合の寺院として奥院、中院、宝光院として発展し、多くの院坊があった。中社、宝光

社は計画的に作られた宗教集落であり、戸隠は仏教の聖域であった。 

明治になると神仏分離令によりすべての院坊が神道になった。神社の歴史は 150年だが仏教の歴史は

1300年もあった。現在でも戸隠には仏教の跡が残されている。 

第 4回（11月 10日）「善光寺地震に学ぶ」 

信更地区（西山地区）は、フォッサマグナの海底に堆積した砂岩・泥岩の互層が隆起したときに斜めに

なったため、降雨や地震で崩落しやすい。 

善光寺地震は 175年前、弘化 4年（1847）3月 24日（新暦 5月 8日）午後 10時ころ発生した。御開帳

のときである。推定マグニチュード 7.4。長野盆地西縁断層帯が引き起こした。善光寺周辺では家屋の倒

壊、火災の発生があり 2,500人もの人がなくなった。 

信更では涌池の虚空蔵山（岩倉山）が 2方向へ崩壊し、犀川を 20日間せき止めた。湛水料は諏訪湖の 3

倍になった。 

4月 13日（新暦 5月 27日）午後 4時ころ決壊。決壊を予想し高所へ避難していたので人命の被害は少

なかったが建物や田畑の被害は大きかった。 

松代藩では水田の復旧に力を入れ 5月（旧歴）にはなんとか田植えを間に合わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信更支所の窓口専門パート職員を募集します。 

【勤務場所】長野市信更支所 

【勤務日数】正規職員に準ずる 

【勤務時間】8時 30分から 17時 15分までのうち 7時間 15分 

【報酬等】時間給 966円（令和 4年度実績）、期末手当、通勤費 

【有給休暇】年間 20日 

【社会保険等】厚生年金、雇用保険等あり 

【雇用期間】令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日（更新あり） 

※詳細は竹内（TEL299-2111）までお問い合わせください。 

 

歴史講座を開催 

 

☆介護でお困りの方は、お気軽にご相談ください！ 

居宅介護支援事業所 水 篠 橋 
〒381-2346長野市信更町安庭 537 番地 5  

 〇携帯 090-1793-9390 電話/FAX026-299-2678（北

営業時間午前 9 時～午後 4 時 

TEL/FAX 299 - 2458 

信更いっぽ工房 

        

おやき製造・販売 

地方発送（冷凍・冷蔵） 


